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■未だ上昇余地大のタイ株式市場 

世界的な同時株高の中、特にタ

イ、フィリピンの株式市場が注目さ

れ、2013 年に入っても好パフォーマ

ンスが続いている。タイの年初来上

昇率は 8％を超え、昨年来上昇率は

50％に迫る勢い。 

高値更新中のタイ SET 指数は、

2010 年年初に比べ、約 2 年間で 2

倍の 1,500 ポイント台に乗せてきた。

それでも、予想 PER は、今期 13 倍

台、来期 12 倍台と、未だ割安感が

強い。また、配当利回りは今期予想

ベースで 3.28％（2/5 現在、税引

前）と高く、SET 指数の上昇余地は

未だ大きいと考えられる。ちなみに、

日米の配当利回りは 、日本が

1.84％、米国が 2.65％（2/5）。 

 

■最も地政学的優位な国、タイ 

タイの株価インデックス、タイ SET

指数は、日本を除くアジアを代表す

る指数の MSCI アジア APEX50 イン

デックスを大きくアウトパフォーム。 

GDP/人が約 5,400 ドルのタイは、

インドネシアほどの大幅な経済成長

は見込めないものの、隣国の GDP/

人が 1,000 ドル前後の、ミャンマー、

ラオス、カンボジア、ベトナムなどとと

もに、2015年の ASEAN経済共同体

構築に向け、成長戦略をとってい

る。ミャンマーは長く続いた軍事政権

が終焉し、民主化を推進しており、

目覚ましい経済発展が期待されてい

る。今や、自動車、精密機器などの

製造業拠点タイは、地政学的に最も

優位な国のひとつと言えよう。 

 

■日本の欠かせないパートナー 

インフレ率も程よいタイは、今後、

4、5％台程度の経済成長の見通し。

立憲君主制をとり、国民の尊敬を集

めるプミポン国王の人気は高い。一

時、対立もあった政治は安定。1960

年代から外資への製造業の市場開

放（トヨタなど進出）が、経済発展の

一端を担っている。英語が通じ、親

日で仏教国であるタイは、日本のか

けがえのないパートナーである。、に

タイ、フィリピンの昨年来パフォーマンス

が注目される。タイは自動車や精密機

器など世界の製造業の拠点としての位

置付けが一層注目される。また、タイ政

府は、2015 年末の ASEAN 経済共同体

組成に向け、隣国ミャンマー、ラオス、カ

 
 

 

 

2013年2月5日 現在

昨年来 年初来 今期 来期 前期実績 今期予想
NYﾀﾞｳ 工業株30種 14.42 8.05 12.56 11.47 2.49 2.65
S&P 500種 20.17 7.76 13.66 12.23 2.13 2.28
ﾅｽﾀﾞｯｸ 総合指数 21.74 7.14 16.36 13.88 1.46 1.50
S&P ﾄﾛﾝﾄ総合指数 6.61 3.49 13.87 12.26 2.92 3.05
ﾒｷｼｺ ﾎﾞﾙｻ指数 23.22 4.50 16.30 14.74 1.31 1.67
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾎﾞﾍﾞｽﾊﾟ指数 4.74 -2.47 11.23 9.61 4.53 3.31
ﾕｰﾛ･ｽﾄｯｸｽ50指数 14.45 0.93 10.84 9.73 4.48 4.34
FTSE100指数 12.75 6.03 11.64 10.62 3.74 3.89
ﾌﾗﾝｽ CAC40指数 16.93 2.06 10.97 9.92 3.79 4.12
ﾄﾞｲﾂ DAX指数 29.95 0.69 11.33 10.00 3.36 3.46
ｽﾍﾟｲﾝ IBEX35指数 -5.52 -0.46 11.09 9.54 6.55 6.04
ｲﾀﾘｱ FTSE MIB指数 10.75 2.70 11.09 9.22 3.23 3.86
ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ AEX指数 11.51 1.88 11.36 10.18 4.53 3.23
ｽｲｽ SMI指数 24.74 8.53 14.29 12.85 3.01 3.36
日経平均株価 30.65 6.27 21.18 17.23 1.81 1.84
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ST指数 23.67 2.53 14.75 13.51 2.83 2.98
FTSEﾌﾞﾙｻﾏﾚｰｼｱKLCIｲﾝﾃﾞｯｸｽ 6.70 -2.85 14.59 13.40 3.64 3.70
ﾀｲ SET指数 46.85 8.17 13.92 12.29 2.60 3.28
ｼﾞｬｶﾙﾀ 総合指数 17.20 3.77 14.29 12.04 2.02 2.17
フィリピン総合指数 48.00 11.32 18.61 16.74 2.04 2.23
香港 ﾊﾝｾﾝ指数 25.57 2.13 11.22 10.21 3.05 3.41
中国 上海総合指数 10.63 8.95 10.46 9.20 2.33 2.76
ﾑﾝﾊﾞｲ SENSEX30種 27.21 1.11 15.69 13.65 1.50 1.61

（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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（※）THBはﾀｲﾊﾞｰﾂ

タイSET指数とMSCI ｱｼﾞｱAPEX50ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

アセアン10ヵ国の
2030 年 の GDP は
日本の1.7倍に！

= 成長
著しいマーケット！
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